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YCU 長期留学プログラム 派遣学生報告書 

氏 名 R.E. 学部・学科 国際教養学部国際教養学科 

学 年 3 年 派遣国 カナダ 

派遣大学 メモリアル大学 

期 間 2023 年 9 月 16 日～ 2024 年 4 月 19 日 

 

【生活編】 

１．滞在先 

滞在形態 学内の学生寮 ／ 学外の学生寮 ／ アパート ／ その他（         ） 

部屋 個室 ／ 2 人部屋 ／ ３人部屋 ／ その他（         ） 

設備 

*共同＝◎ 部屋にあるもの＝○ 

トイレ ◎ シャワー ◎ 洗面所 ◎ 

キッチン ◎ 冷暖房 ○ 冷蔵庫 ◎ 

滞在費 約（   15 万   ）円  *1 ヶ月あたりの寮費や家賃 

移動 （         ）で、約（   ）分  *大学までの所要時間と移動方法 

転居した場合は、上記表をコピーして滞在先２の内容を追加してください。 

２．日常生活 

（１）1 ヶ月の生活費 

項 目 金 額 内 訳 

食費 15 万円 寮費と食費合わせて 15 万（セット） 

学用品購入費 ０円  

交通費 2000 円 外出頻度による。 

交際費 10000 円 月による。 

その他 円  

合計 約 162000 円  *概算で記録してください。 

（２）治安状況・危険地域など 

治安は基本的に良いが、夜にダウンタウンに行く際などは注意が必要。 
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３．海外旅行損害保険について 

 

保険の名称 学研災付帯海学 ／ その他（             ） 

加入期間 （ 約９ ）ヶ月間 保険料 （   93080    ）円 

現地の国／大学指定の保険に加入した場合は、下記も記入してください。 

保険の名称  

加入期間 （   ）ヶ月間 保険料 （         ）円 

 

４．滞在都市についての情報  

滞在都市／町（   セントジョンズ    ） 

セントジョンズはカナダの最東端に位置し、ニューファンドランド・アンド・ラブラドール

州の中で最大の都市です。また、北米で最古の歴史を持つ都市の一つで知られています。手

付かずの壮大な自然が残る大変魅力的なところでした。1950 年頃にカナダに加入する前に、

イギリスの植民地支配を受けたこと、また短い期間でしたが独立国家であったことから、カ

ナダの中でも独特な存在だと思います。実際に私の友人達は、カナダ人であること以前にニ

ューファンドランドの人間であることに誇りを持っています。 

大きな都市ではありませんが、世界中から移民が集まっており、実際にメモリアル大学には

100 カ国以上から学生が集まっていました。 
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【学業編】 

１．大学情報 

大学 メモリアル大学 所在地 セントジョンズ 

最寄空港 
St. John's International Airport 

(YYT) 
空港からの距離 ６km 

空港⇔大学 （        タクシー         ） *移動手段 

学生数 135622 留学生数 3400 

学部 

Faculty of Business Administration, Education, Engineering and Applied 

Science, Humanities and Social Sciences, Medicine, Nursing, Science  

Marine Institute 

School of Arctic and Subarctic Studies, Graduate Studies, Human Kinetics and 

Recreation, Music, Pharmacy, Social Work,  

Grenfell Campus 

*留学先大学の保有する学部をすべて記載してください。 

学部/専攻 
Non-specific, Humanities and Social Sciences 

*留学中に所属した学部/専攻を記載してください。 
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２．週間スケジュール 

① (    9    )月～(    12    )月 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

Intro to 

Folklore 

 

The Religions 

of the World 

Intro to 

Geographic 

Information 

Science 

Intro to 

Folklore 

 

The Religions 

of the World 

Intro to 

Geographic 

Information 

Science 

Intro to 

Folklore 

 

The Religions 

of the World 

午後 

     

 

② (   1   )月～(   4   )月 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

Intro to 

Psychology 

 Intro to 

Psychology 

 Intro to 

Psychology 

午後 

Geographies 

of Global 

Change 

Community & 

Reg Planning 

& 

Development 

Geographies 

of Global 

Change 

Community & 

Reg Planning 

& 

Development 
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３．履修内容 

科目 The Religions of the World 

履修期間 9 月～12 月 単位数 3 

授業内容／形態 

Lecture：世界の代表的な宗教について学ぶ。 

成績 B 

YCU 振替予定 

科目 留学科目群 

単位数 2 

担当教員  

 

科目 Intro to Folklore 

履修期間 9 月～12 月 単位数 3 

授業内容／形態 

Lecture：世界の文化や習慣を Folklore の学問的な知識を使い、分析する。 

成績 A 

YCU 振替予定 

科目 留学科目群 

単位数 2 

担当教員  

 

科目 Intro to Geographic Information Science 

履修期間 9 月～12 月 単位数 3 

授業内容／形態 

Lecture：GIS を使い、主にニューファンドランドを分析する。 

成績 A 

YCU 振替予定 

科目 留学科目群 

単位数 2 

担当教員  
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科目 Geographies of Global Change 

履修期間 1 月～4 月 単位数 3 

授業内容／形態 

Lecture：世界的な地理や動きに注目して、Anthropocene とニューファ

ンドランドの関係について学ぶ。グループワークあり。 

成績 A 

YCU 振替予定 

科目 未定 

単位数 2 

担当教員  

 

科目 Intro to Psychology 

履修期間 1 月～4 月 単位数 3 

授業内容／形態 

Lecture：心理学の基礎的な知識について、クリティカルな視点から学ぶ。 

成績 A 

YCU 振替予定 

科目 留学科目群 

単位数 2 

担当教員  

 

科目 Community & Reg Planning & Development 

履修期間 1 月～4 月 単位数 3 

授業内容／形態 

Lecture：カナダのコミュニティ開発や都市の歴史について学び、最終的

に課題を見つけ、提案するところまで行う。グループワークあり。 

成績 A 

YCU 振替予定 

科目 留学科目群 

単位数 2 

担当教員  
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科目  

履修期間  単位数  

授業内容／形態 

 

成績  

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  

 

科目  

履修期間  単位数  

授業内容／形態 

 

成績  

YCU 振替予定 

科目  

単位数  

担当教員  
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＜総括＞ 

（１）全体的な感想     *留学生活全体を通しての気づきや学びをまとめてください。（800 字以上） 

今回の留学で、日本では学ぶことができなかったことを学び、自分自身に多くの変化をもた

らすことができたと思います。まずは、留学前に比べ、自信がつきました。日本は謙虚であ

ることが美徳で、余程のレベルであっても皆、謙遜しますが、様々な国の学生と交流してい

るうちに、積極的に自分を出すことが重要であると気がつきました。それを実践したこと

で、世界中の人と同等にやっていけるという自信に繋がったと思います。自信は難しいこと

に挑戦する際に、非常に大切であるので、これからの人生における糧になりました。 

また、自分自身について新たな気づきがありました。私が住んでいた寮では、約８０人が共

同生活をしており、常に寮のメンバーと交流ができる状態でした。留学前は他人と共同生活

をすることは大変なのではないかと考えていたのですが、約８ヶ月間寮生活を通じて、自分

の適応力の高さとどんなトラブルも楽しめる性格であることを発見しました。これから、新

しい環境に足を踏み入れる際の自信になったと思います。 

授業に関しても、非常に充実した学びができました。特に、Community & Regional Planning 

& Development では、カナダでのコミュニティ開発の手法や、より良い居住環境を実現す

るための取り組みについて学びました。歴史的背景や多様な文化背景を持つ人々が住むカ

ナダにおいて、土地やコミュニティの開発をする際に考慮する点が非常に多くあることを

学びました。私はそのような社会を非常に魅力的に感じ、もっと知りたいと思いました。な

ぜなら、お互いのルーツや文化を尊重しながら、納得できる着地点を探っていくというプロ

セスは多くの人の豊かな暮らしにつながっていると感じたからです。 

また、授業では学生が質問の質や答えの正誤に関わらず、多くの学生が発言し、授業に積極

的に参加していました。発言しやすい雰囲気が作られており、そのような環境で勉強ができ

るのがとても楽しかったです。 

全体として、環境と友人に恵まれ、あらゆる面で良い方向に成長できたのではないかと感じ

ています。 
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（２）今後の展望  *この経験を今後どのように活かしていきたいかをまとめてください。（400 字以上） 

所属ゼミで都市デザインについて学んでおり、これから横浜市中区の黄金町という地域の

方々と、イベントなどを通じてまちをより活性化するための活動を行なっていきます。まず

はその中で、今回の留学で経験したこと、学んだことを活かして取り組みたいと考えていま

す。多様な文化背景を持つ人々と生活や学びを共にした経験と、カナダでの授業で学んだこ

とは、様々な意見を持つ人々が参加するまちづくりにおいて活かせる部分が多くあると考

えています。 

また、今回の留学を通して様々な国の人々と同じ目標に向かって取り組むことに非常に魅

力を感じたため、将来はそのような環境に身をおいて、働きたいとより強く思うようになり

ました。現在はその目標を達成するための具体的な道を探っているところになります。この

道を見つけるために、学業にこれまでの通り真剣に取り組み、インターンシップなどに挑戦

して、自分が日本と世界に貢献していくための方法について考え続けたいと思います。 

 

（３）後輩へのアドバイス *留学を希望する学生にむけてのアドバイスをお願いします。（400 字以上） 

留学することを決める際には、期待と同時に不安もつきものであると思います。留学先で友

達はできるだろうか、勉強にはついていけるだろうか、または就職や授業で遅れをとってし

まうのではないか、と不安に感じている人もいるのではないでしょうか。私も同じような不

安を感じていた時期があり、留学を決意するまで時間がかかりました。 

しかし、現在留学から帰ってきて思うことは、本当に留学して良かったということです。こ

れからもずっと付き合っていきたいと思える大切な友人がたくさんできました。また、様々

な文化背景を持つ仲間達と生活や学びを共にするという経験は、私が今まで持っていた価

値観が壊される刺激的なもので、それが非常に楽しかったです。留学でのすべての経験が自

信に繋がったと感じています。 

不安を感じることはあるかもしれませんが、留学を終えた頃にはきっと良い思い出になっ

ていると思います。皆さんが充実した留学生活を送ることができるように応援しています。 

 

 


